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2Aa－9 女子短大生の食事文化伝承意識および実態

　○中渾　弥子＊　小貫　裕巳子＊＊木寺　博子＊＊

　(＊束京大　，＊＊十文字学園女短大)

食　　物

　【目的】演者らは前報において，新座市内の生涯学習に参加している高齢者を対象に，食生活伝

承に関する意識および実態調査を行った。そこで，本研究では，若年世代における日本の食事文化

の伝承について明らかにするため,同新座市内にある女子短大の学生を対象としアンケート調査を

行った。

　【方法】　前報の高齢者用の質問票を一部訂正し，家政学科生活学専攻の1. 2年生を対象に，平

成７年12月～平成８年１月に質問紙法・留置法で調査した。有効回収数213票，回収率86％で

あった。調査内容は，両親の出身地，正月料理，我が家の料理，伝承していきたい料理，伝承の機

会，食卓マナー，食情報源などである。

　【結果】　正月料理として，数の子，黒豆，きんとん，昆布巻，カマボコ，伊達巻は, 80％以上

が食卓に出ると答えたもので，田作り，なますは半数前後しか食卓に出ていなかった。雑煮は98％

が食べると回答し，餅の形は，丸餅に比べて角餅が有意に多く（p<O.OOl）,丸餅のみと回答した

学生の母親の出身地は全て関西以西であった。我が家の料理として20名以上の回答が得られた料

理は，煮物，肉じゃが，味噌汁で，伝承料理として10名以上の回答が得られた料理は，煮物，お

せち料理，おはぎ，赤飯，漬物だった。料理の伝承の機会としては，家で行事の時，家で暮れから

お正月にと回答するものがそれぞれ111名，103名と多かった。伝えていきたい食卓のマナーとし

ては，箸使い・ナイフ類の使い方が190 名，食前食後の挨拶が151名と多くの回答を得た。食情

報源は，テレビ，雑誌が180 名以上で多く，家族と回答したものは113名と半数近くだった。

2 Aa-10 中国料理書からみた献立作成

　　　　　　　　　名古屋女大短大　　　南　廣子　○舟橋　由美

　【目的】市場経済への移行とともに中国の食生活も大きな進展がみられる。そこで、中国

の庶民の食生活の現状を知る目的で『大衆菜譜』の料理内容の分析を行っているが、今回

はここに記載されている各地域ごとの料理を用いて一日分の献立作成をし、地域による食

物摂取量の比較検討を行った。

　【方法】資料は『大衆菜譜』軽工業出版社（1985年6月第2版）を用いた。まず料理数の多

少の関係から、都市ごとではなく中国四大料理系統①北京・山東・天津、②上海･杭州・蘇州、

③成都・重慶、④広州に分類した。次に一食の献立作成をするにあたり、主食と一汁三菜の

パターンを基本条件とし、一般家庭で食されるであろう内容になるよう留意した。そして

食品量、栄養量を『食物成分表』人民衛生出版社（1993）を用いて一食分ずつ算出し、一

日分を合計して食物摂取量と栄養所要量について比較検討を行った。

　【結果】献立（各献立数13）に使用されている食品数は、成都・重慶で49品目、上海・杭州

･蘇州で39品目、広州で33品目、北京･山東･天津で28品目であった。食品群別からは、食品

数で野菜類と調味料類が、頻度では油脂類、肉類、野菜類、調味料類が多く出現していた。

　四地域のＰＦＣ比は、広州では13:61:26、成都･重慶では19:52:29、上海･杭州･蘇州では

11:52:37、北京・山東・天津では12:48:40であった。全地域ともエネルギーに占める脂質の

割合は大きく、糖質の割合は小さかった。日本の国民栄養調査（1995）のＰＦＣ比（16:26

:58）と比較すると、『大衆菜譜』の献立例は脂質と糖質の割合が逆のパターンを示した。
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